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食事
伝統的なリトアニア料理では何よりも旬なものが大事にされていま
す。私たちの祖先は、春と夏には牛乳や乳製品、魚や野菜、キノコ、ベ
リー、パン生地で作られたものを好んで食べました。肉は根菜と同
様に冬の食べ物だと考えられていました。ビリニュスにはこの美しい
リトアニア料理の伝統を守り伝えているレストランが数多くありま
す。この地図ではそのうちのいくつかをご紹介しています。
また、数々の国際色豊かな料理も選択肢の1つ。ジョージア（グルジ
ア）やレバノンの料理から南米や日本に至るまで何でもあります。屋
台から高級レストランまで、様々な形態・価格帯から選べます。 屋台
や露店の食べ物に興味あり？それならティーマス（Tymas）市場は
外せません。夏の間、ここでは毎週金曜日にストリート・フード祭り
が開催されています。

お土産 
お土産用にもう一つスーツケースを用意しておきましょう。 リトアニ
アの伝統に興味がある人にお勧めするのは、ツリーケーキ、スキラン
ディス（リトアニア式のソーセージ）、カードチーズ、リンゴチーズ、ミ
ード（世界で最も古いアルコール飲料の1つ）、ハーブティー、黒いラ
イ麦のパン、そして、琥珀とリネン（麻）。現代的なリトアニアのアクセ
サリーやファッションデザインの無限の可能性を探るのもいいでし
ょう。さあ、今すぐ地図の『買い物』のページへ！

イベント
イベントのスケジュールはwww.vilnius-events.ltで確認できます。
ビリニュスのイベントカレンダーは1月1日から12月31日までです。
毎年開かれているステキなクリスマス・タウンは大聖堂広場で。最も
大切な年中行事である3月初旬のカジューコ（Kaziuko）市場は何
世紀にもわたって開催されてきました。
夏は野外。野外音楽のシーズンは通常5月からで、ユニークなフォー
ク音楽祭スカンバ・スカンバ・カンクリェイの開催がその始まりです。
クリストゥパス音楽祭は、クラシックと現代音楽の愛好家には欠か
せないイベントで、夏を通してコンサートが行われます。「真夏のビリ
ニュス」「クリストゥパスの弟」は7月です。
秋はジャズ。「ビリニュス・ジャズ」と「ママ・ジャズ」の2つの大規模な
フェスティバルが開催されます。
映画祭は一年中開催されています。最も重要なのは春の「キノ・パヴ
ァサリス国際映画祭」と、11月の「スカノラマ・ヨーロッパ映画フォ
ーラム」です。

「カルチャー・ナイト」は毎年6月に行われます。開催中のビリニュス
は「眠らない街」となり、すべてのギャラリーが開かれ、広場や庭園に
は音楽、パフォーマンス、様々なアートが溢れます。
世界中のアスリート参加必須の「ビリニュス・マラソン」の開催は9
月。8月に行われる姉妹イベントの「ヴェロマラソン」のすぐあとです。

お役立ちリンク集
www.vilnius-tourism.lt
www.vilnius-events.lt
www.facebook.com/govilnius.lt
https://www.instagram.com/govilnius/

10 バルティック・アンバー・アートセンター
琥珀に興味のある人必見のこの場所。琥珀はバルトの
金とも呼ばれ、その歴史は5千万年前にまでさかのぼ
ります。

Šv. Mykolo g. 8 ir 12

11 虐殺犠牲者博物館
以前はKGBの建物として使われ、今なお当時の人々の
感情が強く残る博物館です。旧刑務所と50年間ソビエ
ト政権の犯罪が計画・実行されていた施設を訪れるこ
とができます。展示では、ソ連の占領、抑圧、そして独立
のための長い戦いについて紹介されています。

Aukų g. 2A

12 伝統工芸品工房
製本、製紙、染紙、製織、皮革加工など、かつてビリニュ
スで人気だった多くの歴史的な工芸品がここでは紹介
されています。展示されている工芸品はバルト地域のも
のや民族的なもの、現代的なものもあります。

Savičiaus g. 10

13 ビリニュス大学植物園
この植物園の始まりは1781年にまでさかのぼりま
す。1975年以降、現在の場所に移りました。ヴィンギス
公園にも植物園の一部があります。老若男女全ての市
民に愛されるこの庭は、平和と静寂の完璧な島です。 
2012年にはリトアニアの日本大使館と二人の日本人
庭師・渡邉一氏とつのだひろし氏の協力で日本庭園も
造られました。

Kairėnų g. 43

14 ウジュピス鍛冶屋ギャラリー／博物館
都会で鍛冶屋など見かけることのない今日、ヨーロッパ
に2つだけ残っている鍛冶屋のうちの1つがビリニュス
にあります。展示は毎週火曜日ですが、他の日にも訪れ
ることができます。

Užupio g. 26-2

15 ビリニュス陶芸工房
5000年前のバルトの陶器などが展示されています。陶
工の作品を見せてもらったり、自分で作ってみることも
できます。 

Užupio g. 9/2-20

16 現代芸術センター
次 と々変わる展示はすべて、リトアニアの、世界の、重要
な現代芸術家たちによるものです。1960年代のアート
の生みの親、アメリカ系リトアニア人ヨナス・メカスとユ
ルギス・マチューナスの残した遺産を誇るフルクサス・ル
ームではアートやデザインの書籍が数多く取り揃えら
れています。

Vokiečių g. 2

17 リトアニア国立オペラ・バレエ劇場
1974年に開かれた印象的なこの建物へ足を運べば、
古典の傑作（蝶々夫人、ラ・ボエーム、カルメンなど）のほ
か、才能溢れるリトアニア人たちの優れた作品を楽しむ
ことができます。

A. Vienuolio g. 1

18 リトアニア国立フィルハーモニック協会
クラシック音楽と現代音楽の美しいホームはビリニュス
の中心部にあります。なんとここは20世紀を代表する
バイオリン奏者の1人、ヤッシャ・ハイフェッツ（Jascha 
Heifetz）が1909年にデビューした場所なのです！

Aušros Vartų g. 5

19 M.K.チュルリョーニスの家
リトアニアで最も著名な画家兼音楽家が20世紀の初
め頃ここで暮らし、仕事をしていました。旧市街にある
彼のユニークな才能が詰まった部屋を訪れてみてくだ
さい。

Savičiaus g. 11

20 アート・プリンティングハウス
ソビエト時代のプロパガンダ紙「真実」の発祥の地は、
今日リトアニアの現代演劇、ダンス、サーカスの中核を
担う場所になっています。

Šiltadaržio g. 6

グ
ル

メ 34 エルトリョ・ナーマス（エルトラスの家）
このユニークな家族向けレストランは伝統的なリトアニ
アの季節料理と現代の技術が共存しています。 さて、今
日はどんな食材がとれたのでしょうか？

Šv. Jono g. 7

35 スウィート・ルート（甘い根っこ）
「最小の美学」の島は、リトアニアの自然の美しい四季
のリズム合わせて常にバランスの取れたメニューを提
供します。食事は全て伝統的なリトアニア料理に由来す
るもので、食材は地元産の天然作物を使用しています。

Užupio g. 22

36 フォルト・ドヴァラス（要塞の館）
ツェペリナイは、肉、キノコやカード（凝乳）が中に詰まっ
た超巨大なジャガイモ団子です。リトアニアを訪れてこ
れを食べない人はいません。このレストランでは12種類
の料理を提供しており、真正のリトアニア料理にはメニ
ューに料理遺産の認証マークが付いています。

Pilies g. 16

37 シュトゥルム・シュヴィートゥリス
ビリニュスは海岸から300kmも離れている、なんて誰
が言ったんでしょうか？シュトルマイ（Šturmai）に来て
クロニア潟とバルト海から獲れたばかりの新鮮なリトア
ニアの魚をご堪能ください。

Užupio g. 30

38 スティクレイ・パブ
伝統的なパブが大好きなヒラリー・クリントンはここで
二度も食事をしたとか！彼女を魅了したのは揚げたパ
ンか、じゃがいものパンケーキか、それともリトアニア餃
子か。 

Gaono g. 7

39 レイチャイ・パブ
本格的なリトアニア料理だけでなく、ぜひ飲み物も！と
いう方にこのパブはぴったりです。地ビールとワインの
選択肢の多さこそがこの店一番の自慢です。

Stiklių g. 4

40 ジャウグスマス
国内最高峰のシェフがオープンさせたこのレストラン 

「ジャウグマス」が意味するのは「喜び」、真に自然なも
のによってもたらされるものは「喜び」であることからそ
の名が付きました。旬の食材、毎日変わるメニュー、バイ
オダイナミック農法で造られた自然派ワイン・セレクショ
ンが魅力です。

Vilniaus g. 28

3 リトアニア大公宮殿
リトアニア大公国（領土が黒海にまで及ぶ当時のヨー
ロッパの大国）の君主たちがいた大聖堂広場にそびえ
る大きな宮殿は15世紀に建設され、1801年に破壊
されました。1990年代のリトアニア独立回復と共に、
宮殿再建の案が持ち上がりました。この荘厳な建築物
は、リトアニアが歴史上に初めて登場してからちょうど
1000年の年、2009年にお披露目されました。後期ゴ
シック様式、ルネサンス様式、バロック様式の広々とし
た客室を時間をかけてご覧ください。夏にはこの中庭が
コンサート会場としても利用されています。

Katedros a. 4

見
ど

こ
ろ 1 杉原千畝記念碑

“Let the moonlight glance at the noble man, 
Consul of Japan in Lithuania, Chiune Sugihara（
あの高潔な男を月明りで照らそう。リトアニアの日本領
事、杉原千畝を。）”これは1992年彫刻家の北川剛一と
ヴラダス・ヴィルジューナスによって造られた記念碑に
刻まれた言葉です。ヴィルナ・ガオン・ユダヤ博物館のホ
ロコーストの展示（グリーンハウス）の庭で、この記念碑
を見ることができます。

Pamėnkalnio g. 12

2 杉原桜公園
国立アートギャラリーの近くのこの庭園は、毎年春に数
千人の観光客を集めます。桜はリトアニアで春に最初に
開花する植物の1つです。この場所は杉原千畝の生誕
100周年を記念して2000年に日本政府がビリニュス
へ贈ったものです。

Upės g. 6

4 ビリニュス大聖堂バシリカ
聖スタニスラウスと聖ブラディスラウスに捧げられた教
会はリトアニアカトリックの中心的教会で、主要な祝祭
日には大きなミサが行われます。リトアニアがキリスト
教化される以前、ここは古代バルトの神々を祀る聖地で
した。大聖堂は最初木造でしたが、火災や戦争のため
何世紀もの間に繰り返し再建されました。今日私たちが
目にしている新古典主義の大聖堂は200年以上も前の
ものです。ソビエト占領下では、倉庫として使われていま
したが、後にギャラリーとして利用されました。

Katedros a. 2

5 ビリニュス大学
1579年に設立された東ヨーロッパ最古の大学です。
廊下と中庭を迷子のように散歩するのも楽しいでしょ
う。20世紀のリトアニア美術の中で最も重要な作品の
1つであるペトラス・レプシースの「シーズンズ・オブ・ザ・
イヤー」のフレスコ画も必見です。ヴィリニュス旧市街で
一番背が高い（68ｍ）聖ヨハネ教会の鐘楼にもぜひ足
を運んでみてください。
また、ここにはリトアニアの東洋文化研究の要であるオ
リエンタルセンターもあります。

Universiteto g. 3

6 リトアニア国立博物館
この博物館では、リトアニアの歴史のさまざまな側面を
展示しています。前時代の農民の日常生活を詳細に説
明した展示、そして何よりもお勧めしたいのは、2001年
にユネスコの「人類の口承及び無形遺産の傑作」に選
ばれた「リトアニアの十字架の手工芸とその象徴」につ
いての徹底的な解説と紹介です。

Arsenalo g. 1

7 ウジュピス共和国
独立国家を自称する芸術家たちのウジュピス共和国
は、独自の憲法を約20の異なる言語に翻訳していま
す。この憲法が刻まれたプレートを見つけたら、そこか
ら個性と活気あふれるこのエリアの散策を始めてみま
せんか。

Paupio g. 4

8 ナショナルアートギャラリー
モダン、ポストモダン、リトアニアの現代芸術を中心とし
たギャラリーで、魅力的な常設展示と共に人気の高い
企画展示を見ることができます。

Konstitucijos pr. 22

9 テリア非博物館
ビリニュスの博物館ファミリーの末っ子、最も近代的な
この博物館が、あなたを15分間のタイムトラベルへと
連れ出してくれます。これがビリニュス700年の歴史で
す！

Vokiečių g. 4

21 ビリニュス・ギフト＆スーベニア
蜂蜜、チョコレート、木製のおもちゃ、琥珀、リネン、リト
アニアで一番おしゃれなデザイン・・・。はい、この店に全
て揃っていますよ。

Vokiečių g. 4

22 アンバークイーン（琥珀の女王）
ここは琥珀と同じく歴史ある店ですが、とてもモダンな
手法で琥珀を個性的な宝石たちに変身させます。

Didžioji g. 6

23 ステンドグラス工房／ギャラリー
ステンドグラスとガラスのデザインギャラリーでは、有
名なリトアニアのアーティストの作品を展示しています。 
ギャラリーにある作品はすべて販売されています。自分
だけの特別なものを注文することもできます。

Stiklių g. 6-8

24 職業ギルド工房／ギャラリー
誰でも参加可能な陶芸ワークショップでは、すべての
工程を体験し、実際に自分で鍋や楽器を作ることがで
きます。

Pranciškonų g. 6

25 ハーレス市場
1906年に建てられた現在ビリニュスで最も古い市場。
地元の人と知り合うには最高のスポットです！この土地
の野菜や自家製チーズ、特選の牡蠣、ベーグル、新鮮な
ジュースなど、どれもこれも試す価値ありです。

Pylimo g. 58

26 機織り工房 ユラーテ
ビリニュスの中心にあるこの小さな製造所では、純正リ
ネンと革を古い本物の木製織機で織ったものを展示し
ています。ショップでは上品な織物とリネンアクセサリー
を扱っています。

Didžioji g. 20

28 ユリア・ヤヌス　コンセプトストア
リトアニアのトップファッションデザイナーの1人、ユリ
ア・ヤヌス（Julija Janus）のブティックを訪れれば、21
世紀のアーバン・バルティックスタイルの本質を見るこ
とができるでしょう。

Stiklių g. 7

29 ハウス・オブ・ナイーブ
スローファッション、フェアトレード、時代を選ばないオ
ーガニック・ファブリックがこのブティックの主軸。チョ
コレートのご用意も…。

Didžioji g. 38

30 リナス・ノルディック
リネンはリトアニアで作られる落ち着いた華やかさを持
つファブリックです。バルトの伝統、美学、そして自然に
対する愛は、リネンなくしては語れません。

L. Stuokos-Gucevičiaus g. 13

31 ザ・ウールハウス
嫌なお天気の時はウールがあなたの一番の味方でしょ
う？この店では50年以上にわたりウールの生地、洋服、
インテリアなどの商品を販売しています。

Universiteto g. 10

32 チーズ・ジューガス・ハウス

伝説的なリトアニアのハードチーズはどの段階で食べて
もそれとわかる独特の風味を持っています。 腰を下ろし
て、ゆっくりとチーズそのものの味やチーズを使った数
々の料理をご堪能ください。

Aušros Vartų g. 3
Vilniaus g. 17

33 クミーニネ

「ツリーケーキ」はかつて修道士らによってリトアニア
に持ち込まれ、現在は伝統的な菓子として人気です。少
しだけ買って店内で味見するもよし、ホールで買って帰
るもよし。また、ビルジュー・ドゥオナ（BiržųDuona）社
のパン屋は焼きたてのパンなどの試食には最適な場所
です。

Totorių g. 21
Užupio g. 38

27 ローカルズ. LT

リトアニアの現代的な衣服、アクセサリー、インテリアデ
ザインに興味のある方にはうってつけの何でも揃うお
店です。

Gedimino pr. 9
Užupio g. 10-23
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15こんにちは！
カウナスへようこそ。あなたを迎
えられて本当にカウナスティック（
カウナス+ファンタスティック）で
す。カウナスティックなんて言葉知
らない？最後にはきっとこの言葉
が好きになっているはずです。

自転車

大戦期のモダニズム建築:
アプリ配信中！

交通機関

通貨

コペンハーゲンやアムステルダムには及ばないものの、カウナスの自
転車カルチャーは徐々に大きくなりつつあります。クリティカル・マス

（自転車に優しい街づくりの運動）イベントも毎月開催されていま
す。街の中心部の道路には自転車用のレーンが作られ、そのレーンは
緑豊かなカウナス郊外へとつながっています。自転車シェアリングや
カーシェアリングのシステムは2016年の5月から導入されました。
詳しい情報はこちらのwebサイト（www.citybee.lt）かCityBeeのア
プリでご覧いただけます。

リトアニアには他では見られない独自の建築遺産を誇る二つの街が
あります。ヴィリニュスにはバロック建築、そしてカウナスには1919
年から1940年に盛んだったモダニズム建築。中でも、最盛期の優れ
た建築物は2015年に欧州委員会が選ぶ「欧州遺産レーベル（Eu-
ropean Heritage Label）」を受賞し、2016年にはカウナスがユネ
スコ・デザイン都市にノミネートされました。
もちろん歩いて見て回るのがベストな方法でしょう。そんな時にピッ
タリの案内役があなたのスマートフォンの中にいます。アプリ『Kau-
nas of 1919-1940』はカウナスにある44のモダニズム建築を紹
介。さらに街の中心部やジャリャカルニス、グリチュピス、アレクソタ
ス、シャンチャイ地区を含む様々なルートを案内してくれます。

街で乗れるのはバス、トロリーバス、そしてケーブルカー！さらに普通
のバスよりも早いミニバンタイプで、巷では「微生物」と呼ばれている
ミニバスもあります。最近はミニバスの本数が減っていますが、旅行
中の移動はバスとトロリーバスで十分でしょう。それに、たいていの
場所はカウナスの中心部から歩いて行くことができます。

2015年1月からリトアニアはユーロゾーンに加盟しました。街中に
ATMがあり、そのほとんどが24時間365日いつでも使えます。両替
は銀行、またはキオスクでできます。

5 カウナスピクチャーギャラリー
前衛芸術のFLUXUS（フルクサス）運動の創始者であ
るユルギス（ジョージ）・マチュナスはカウナスで生まれ
ました。彼が幼少期に暮らした家の近くにあるこのギャ
ラリーでは、日本人アーティストの靉嘔（あいおう）の作
品「ブラックホール」を見ることができます。また、ここは
Takao Satoの「Mano Mano Theatre」のホームでも
あり、多くのリトアニアとアジアの隠れた芸術作品と出
会えることでしょう。FLUXUS展示室を観るだけでも訪
れる価値は十分にあります。

K. Donelaičio g. 16

6 オランダ領事館
記念プレートが設置されているのは１９２８年までオラ
ンダ領事館として使われていた建物。しかし重要なの
は、ヤン・ツバルテンディクが１９４０年にホロコースト
から逃れようとする何千ものユダヤ人たちを救った場
所が、ライスベス通り２９番にある別の建物だったとい
うことです。ツバルテンディクの記念碑はしばらくの間カ
ウナスで大変話題となりました。この地図にもまもなく
加えられることでしょう。

Laisvės al. 42

7 ロムヴァ映画館
ソ連による占領の直後に建てられたリトアニアに現存す
る一番古い映画館のひとつで、アートシアター系や古典
作品を中心に上映しています。約500席のこの大きな劇
場は、時にはコンサートやコスプレショーの会場として
も使われています。2015年10月にはチェリン・グラック
監督の映画「杉原千畝」のワールドプレミアがこのロム
ヴァ映画館で行われました。

Laisvės al. 54

ネムナス島
ジョギングや犬の散歩に人気のこの島はかつてカルメ
リーテス島と呼ばれ1970年以前は不凍港として使わ
れていました。現在、島にはジャルギリスアリーナや建設
中の科学センターがあります。また、日本とリトアニアの
友好の象徴として2003年に植えられた桜が、ひっそり
と美しく咲いています。

8

杉
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2 ホテル メトロポリス
第二次大戦が始まってからしばらくして、日本領事館が
閉鎖され、杉原千畝は当時人気だったのこのホテルで
暮らし始めます。ここに滞在している間もホロコーストか
ら逃れようとする人々のために、杉原はビザを書き続け
ました。2015年にはホテルの正面に杉原の記念プレー
トが設置されました。

S. Daukanto g. 21

3 カウナス鉄道駅
杉原千畝の記念プレートが飾られている現在の駅舎は
第二次世界大戦の後に建てられたもので、以前の駅舎
は戦時中に取り壊されてしまいました。それでも、日本
からの命令で杉原がリトアニアを去ったのは確かにこ
の場所でした。彼は列車が駅を離れてゆくまさにその最
後の瞬間まで、迫害から逃れようとする人々のためにビ
ザを書き続けました。

M. K. Čiurlionio g. 16

4 杉原講堂とツバルテンディク講堂
ヴィタウタスマグヌス大学の政治学部にある杉原講堂
は2008年に公開されました。このホールは日本からの
ゲストがアジア研究に関する講義やセミナーを行う際
に使われています。講堂の隣にはオランダ人のヤン・ズ
ヴァルテンディクの名前があります。彼もまた、杉原と
共に何千もの命をホロコーストから救った外交官です。

Gedimino g. 44

1 杉原記念館
第二次世界大戦が起こった頃、日本総領事だった杉原
千畝は大勢のユダヤ人の命を救うために何千枚ものビ
ザを書きました。彼が過ごした領事館の建物（杉原ハウ
ス）は2000年から小さな博物館として開かれ、日本人
観光客だけでなく、多くの人が訪れる場所となっていま
す。2008年には日本政府の援助を受け改築されまし
た。また、ここは“命の外交官”杉原千畝基金の拠点でも
あります。 ユダヤ人を救うため「命のビザ」に署名をした
オランダ領事ヤン・ツバルテンディクの功績を称えた特
別な展示も見ることができます。

Vaižganto g. 30

数年前ライスベス通りの中庭にオープンし、現在のコン
テンポラリーアートに不可欠な場所であるこのギャラリ
ー。展覧会やパフォーマンスなど常に楽しいイベントが
行われています。

ポストギャラリー
Laisvės al. 51A

21

ポストギャラリーと共に、コンテンポラリーアートの主
要なギャラリーとしてカウナスに作られました。懐古的
アートから革新的なものまで、頻繁に変わるテーマを楽
しめます。

カウナス写真ギャラリー
Vilniaus g. 2

22

フニクリ～フニクラ～！1930年代、町が急速に発展し
始めた頃ケーブルカーは丘が多いカウナスにおいて非
常に便利な乗り物でした。二つのケーブルカー、「ジャリ
ャカルニス」と「アレクソタス」は現在も運行中。少しの
料金で写真のように美しい景色を一望できます。

ケーブルカー
Amerikos Lietuvių g. 6, or Aušros g. 6

23

ラトビア人のカロリス・レイソナスが設計したバルト地
域最大の大聖堂にはとても長い歴史があります。人々が
資金を募り1930年代に始まった建設がようやく終わっ
たのは、リトアニアが再び独立を勝ち取った後のこと。ソ
連時代にはラジオの部品工場として使われていました。
ここのテラスには訪れる価値ありです！

キリスト復活教会
Žemaičių g. 31A

24

「白鳥」の愛称で親しまれる後期のバロック建築。以前
は市長の家など様々な用途に利用されていましたが、現
在はカウナス市の博物館として、訪れた人にカウナスの
すべてをわかりやすく紹介しています。また、たくさんの
カップルがここで式を挙げ、毎年、冬には特別なクリスマ
スツリーが現れます。

旧市庁舎
Rotušės a. 15

25

この小さな博物館は何世紀も前の楽器のコレクション
やレコード、写真、音楽関連の資料、最新の触れる展示
など充実した内容とその立地が魅力です。建物の１つ
は16世紀後半に建てられたゴシック様式の邸宅で、そ
こには美しい中庭もあります。オススメのツアーに参加
した後、ゆっくりと休憩するのにちょうどいい場所です。

リトアニア民族・歴史博物館
（カウナス市部門）

29

1933年に大西洋上空を飛び、悲劇の死を遂げた二人
のパイロットS.ダリュスとS.ギレナスの名前がついた飛
行場内にこの博物館はあります。ソ連に阻まれたリトア
ニアの航空の歴史を深い洞察を持って紹介。外には大
きな現物の展示もあります。

航空博物館
Veiverių g. 132

26

美術学校内のロマンティックな場所に設置されたフク
ロウの彫像は著名なリトアニア人彫刻家ビンカス・グリ
バスの作品。人々が丘の上に魅力を感じるのは、もしか
したら忘れられつつあるこのカウナスのシンボルのせい
かもしれません。

ペレドスの丘(フクロウの丘)30

はしゃぐ子どもたちの姿が浮かんでくるようなこの公園
は現在もおもしろそうな遊具がたくさん残っています
が、使うには調整が必要とのこと。

ヴィタウタス公園28

およそ100年前にヴィタウタスマグヌス大学に誕生した
この植物園では8851種もの植物たちと出会えます。絵
画のように美しい池や建物は元々17世紀に貴族が所
有していたものです。

ヴィタウタスマグ
ヌス大学植物園
Ž. E. Žilibero g. 6

27

カウナス国立フィルハーモニーホール
L. Sapiegos g. 5

1920～30年代に最も多忙な建築家であり法務大臣であった
エドムンダス・フリーカスが設計し、リトアニアが独立を失った後
に音楽ホールとなりました。カウナス市交響楽団とカウナス市合
唱団の本拠地で毎週コンサートが行われています。当日券あり。

20

リトアニア最古の劇場の一つであり最も近代的な劇場。初演は
事前に完売してしまうのが当たり前。近くの人形劇場とミュージ
カル劇場のイベントや外観もチェックしてみてください。演劇を
見るなら、カウナス商工劇場かカウナス小劇場という選択肢もあ
ります。

カウナス国立ドラマ劇場　
Laisvės al. 71

19

41

42

43

カウナスはリトアニア陶器発祥の地です。（残念ながら
陶器博物館は現在引っ越し準備中。）純粋なカウナスの
物をお土産にしたいとお考えなら、この店の製作所に足
を運んでみてください。

イエシア・ショップ
Europos pr. 114

野菜、果物、木の実、肉、パン、その他美味しい食べ物を
農家から直接買うことができます。毎週土曜8時からカ
ウナス城のすぐ隣で開催。

ファーマーズマーケット
Jonavos g. 1

市庁舎広場とカウナス城へと続くこの通りはカウナスの
「ブティック・ストリート」と呼ばれています。一日中市
内を観光した後はおしゃれな洋服店やギャラリーが並
ぶこのストリートへ。すてきなレストランもあります。

ヴァランチャウス通り

38 キトキア・グラフィカ
リトアニア唯一のリソグラフの印刷所。コミックショップ
も併設されていて、まったり漫画について語り合えるフ
レンドリーなお店です。

Karaliaus Mindaugo pr. 68

39 ミニストリーオブブック
２０１６年にオープンした新しい書店・ミニストリーオブ
ブック。この場所には非常に重要な意味があります。実
は、この建物こそ、１９４０年にオランダ領事ヤン・ツバ
ルテンディクがユダヤ人たちを国外に逃がすための命
のビザに署名を始めた場所なのです。

Laisvės al. 29

40 ミニマルミューズ・ブティック
リトアニアデザインに興味がある人にはおそらく最高の
ブティックでしょう。ドレスからバッグに至るまでオーナ
ーが強いこだわりを持って選んだ品々が並ぶ、名前通り
のお店です。

Vilniaus g. 23

12 AURAダンスシアター
AURAダンスシアターは25年以上もの間、地域にお
けるコンテンポラリー・ダンスの中枢を担ってきまし
た。AURA国際ダンスフェスティバルは、芸術ファンの
間では秋の風物詩ともなっています。またAURAのダン
サーたちは様々な学際的プロジェクトに参加することで
知られています。去年は杉原ハウスのそばで桜のための
ダンスを披露しました。

M. Daukšos g. 30

悪魔の博物館
面白半分で集め始めた個人のコレクションが、今では世
界で唯一の悪魔博物館になりました。3000点以上の
展示物の多くは、博物館の創立者であるアンタナス・ジ
ミュジナビチュスの死後、博物館に感銘を受けた世界
中の人々から送られ、コレクションに加えられたもので
す。キューバ、韓国、ウクライナなど世界の悪魔たちと共
に日本の悪魔（鬼）も展示されています。

V. Putvinskio g. 64
9

11 旧大統領官邸
19世紀の中頃、最初の邸宅として建設されました。ヴィ
リニュスがポーランドに占領され、カウナスが一時的に
首都になった際、この家は初代大統領の住居兼事務所
となりました。ソビエトによる占領が迫った1940年6月
14日の夜から15日かけて、ここでリトアニア政府最後
の会議開かれました。
現在はリトアニア独立の歴史を紹介するための博物館
として利用されており、簡潔かつ詳しく独立について知
ることができます。

Vilniaus g. 33

10

この美術館は大がかりな改装工事を経て2016年末に
完全に再開される予定です。広大なホールには20世紀
初頭の世界的なリトアニア人画家及び作曲家、ミカロ
ユス・コンスタンティナス・チュルリョーニスの作品が数
多く展示されています。70年代に日本で人気となったヨ
ナス・メカスのFLUXUS（フルクサス）映画のサウンドト
ラックで彼の名前や音楽に聞き覚えのある人もいるで
しょう。館内の特別ホールではチュルリョーニスの音楽
を聞くこともできます。運が良ければコンサートが見ら
れるかもしれません。

国立チュルリョーニス美術館
V. Putvinskio g. 55
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評判を聞かずとも「50年以上続く店」というだけでその
味は十分想像できるでしょう。「羊飼いの宿」という名の
このレストランもその一つ。店名通りのメニューですが、
ベジタリアンの方も安心して召し上がれます。旧市庁舎
に面した店の場所もまた、人気の理由です。

メジョトユ ウジェイガ
Rotušės a. 10

ビシュタポーデ
北欧風か、それともリトアニア風か、このレストランでは
早朝メニューや北欧風にアレンジした地元料理を提供
しています。小さいけれど手間ひまかけて作っています。

32
S. Daukanto g. 23

33 スプルギネ
60年代にオープンした安くておいしい「これぞドーナツ
屋さん！」的お店。店内では独立前のカウナスの雰囲気
が垣間見えます。

Laisvės al. 84

34 55
この辺りでは唯一、公式に密造酒(と同じレシピのお酒)
が飲めるレストラン。中には小さい密造酒ミュージアム
も。ホテルのレストランなので朝の7時から朝食をお楽
しみ頂けます。

Laisvės al. 79

店名の意味は「キツツキが住む木の穴」。リトアニア料理
の在り方をユニークな視点で模索するレストランです。現
代的でありつつも常に「リトアニア料理ならこの場面で何
を提供すべきか」を大事にしています。

ウオクサス35
Maironio g. 28

名前は「文化」を意味し、バーの中はコンセプトにあてはま
るものがすべて表れています。カフェ自体はカウナスピクチ
ャーギャラリーの中にあり、ドネライティス通りが見渡せ
るステキなテラス席もあります。独特な内装は今あなたが
どの時代に生きているのかを忘れさせてしまうかも。週末
にはギャラリークロークにDJがいます。

36 クルトゥーラカフェ
K. Donelaičio g. 16

リトアニア最大の修道院で成熟したバロック建築の一つ、
パジャイスリス。現在は高級ホテルとレストランとして利用
されています。食事をしなくてもその景観と近くのビーチ
を訪れるだけで十分に楽しめます。

37 モンテ・パツィス
T. Masiulio g. 31

15

アジア文化の研究機関としてはリトアニアで最も古いア
ジア研究センター。その歴史は小島亮博士が日本人、
そしてアジア人として初めてヴィタウタスマグヌス大学
で教鞭を取った、１９９３年にまで遡ります。現在のアジ
ア研究センターは２０００年に設立され、大学研究を含
む様々な日本関連の行事の中枢を担ってきました。ま
た、アジア研究センターは初のリトアニア語・日本語の
辞書も編纂、バルト地域に関する豊富な蔵書を有し、提
携を結ぶ日本の大学の数は１６校にも及びます。現在、
アジア研究センターは東アジア地域（日本、韓国、中国）
の研究に力を入れており、将来的には西アジア、中央ア
ジア、南アジアそして東南アジアへと領域を広げていく
計画です。
さらに、日本文化サークル「橋」、韓国文化サークル「Ｈ
ａｌｌｙｕ」、中国文化サークル「Ｗｕ Ｗｅｉ」という三つ
の団体の活動拠点でもあります。誰でも参加可能なオ
ープンイベントを開催するなど、各サークルの活動は非
常に盛んです。

アジア研究センター
V. Putvinskio g. 23 

16 リネン製品の店
『ヨークスナメイ』

シャンチャイ地区のタンク工場跡地にあるこの店には、高
品質なオリジナルデザインのリネン製品がそろっていま
す。製品の多くは日本人に向けて作られているそうです。
最初の社名は「Kimono」、設立から長きにわたって日本
との関わりをもってきました。杉原千畝のスタンプ入りリ
ネングッズを買うこともできます！

A. Juozapavičiaus pr. 21

17

18

14 第9要塞
シレイニエイ地区の北部の薄暗い場所は、ロシア帝国
が都市を囲むように作らせた要塞の一部です。要塞は
完全な状態ではありませんでしたが、様々な目的で使
用されてきました。最初のソビエト占領下では刑務所や
中継地がここに建設されました。ナチスが占領していた
時代はユダヤ人や他の囚人がここで処刑されました。
そのため現在はホロコースト記念碑と博物館になって
います。その中には杉原千畝についての展示室も作ら
れています。

Žemaičių pl. 73

13 アレクソトス観測地
2011年に日本が地震と津波の被害に遭った際、アレク
ソタス・ユルギス・ドブケビチュス学校の生徒たちは日
本の子どもたちへの贈り物を作り始めました。支援のシ
ンボルとして学校の近くに植えられた松の木は、地域の
人々の手によって現在まで大切に育てられています。松
の木からはアレクソタスのパノラマが広がり、近くには
レトロなケーブルカーもあります。撮り逃さないように、
カメラの充電をお忘れなく。

Amerikos lietuvių g.
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